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一問一答方式

佐々木 敦緒 議員

問�

　
介
護
福
祉
士
や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
需
要
が

増
え
、人
材
育
成
が
急
務
。

　
市
長
は
介
護
福
祉
専
門

学
校
を
つ
く
る
と
し
て
い

る
が
。

答
（
市
長
）�

　

介
護
現
場
の
待
遇
改
善

と
併
せ
人
材
育
成
、
就
業

確
保
に
結
び
付
く
な
ど
重

要
な
存
在
に
な
る
と
考
え

る
の
で
挑
戦
す
る
。

問�

　
整
備
を
予
定
す
る
校
舎

は
ど
ち
ら
を
考
え
て
い
る

か
。答

（
市
長
）�

　

様
々
な
施
設
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
て
進
め
る
。

問�

　
こ
の
冬
の
燃
料
高
騰
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　
「
冬
の
あ
っ
た
か
応
援

事
業
」
と
し
て
、
生
活
困

窮
者
世
帯
へ
一
律
５
０
０

０
円
を
令
和
４
年
１
月
か

ら
支
給
を
予
定
す
る
。

問�
　
今
年
の
燃
料
価
格
は
異

常
。
こ
の
冬
を
の
り
き
る

対
策
と
し
て
一
戸
１
万
円

の
灯
油
券
を
全
世
帯
へ
交

付
し
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
民
の
声
を
代
弁
す
る

質
問
と
捉
え
る
。
市
民
の

暮
ら
し
を
心
配
し
て
お

り
、
手
を
打
ち
た
い
と
考

え
る
。

問�

　
市
長
は
、「
農
林
畜
産

業
は
遠
野
の
宝
」、
さ
ら

に
は
「
農
村
地
帯
が
潤
え

ば
遠
野
市
全
体
が
活
性
化

す
る
」
と
言
わ
れ
た
。

　

今
年
の
米
価
は
大
暴

落
。
そ
の
中
で
「
農
林
畜

産
業
の
働
き
手
確
保
」
と

は
。答

（
市
長
）�

　

遠
野
緑
峰
高
校
が
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
遠
野
を

担
う
期
待
の
星
の
育
成
を

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

む
。

問�

　
「
農
林
畜
産
業
は
遠
野

の
宝
」
と
は
い
え
、
農
家

の
繁
盛
な
く
し
て
宝
に
な

り
得
な
い
。
農
業
所
得
増

大
に
向
け
て
の
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

お
い
し
い
お
米
日
本
選

手
権
を
開
催
し
た
い
。
上

位
入
賞
す
れ
ば
米
の
価
格

も
上
昇
す
る
の
で
は
な
い

か
。問�

　
市
長
は
民
間
企
業
や
海

外
と
の
つ
な
が
り
が
あ

問�

　
水
田
を
牧
草
や
デ
ン
ト

コ
ー
ン
栽
培
地
へ
の
転
換

を
促
進
し
、牛
や
馬
、豚
、

鶏
等
を
増
頭
、
増
羽
し
、

畜
産
業
を
１
０
０
億
円
産

業
に
発
展
さ
せ
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

計
画
を
立
て
、
実
現
の

努
力
を
す
る
こ
と
は
最
も

重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

る
。
農
産
物
を
海
外
へ
輸

出
す
る
遠
野
型
食
糧
管
理

を
確
立
す
る
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

ア
ジ
ア
諸
国
に
米
を
買

い
取
っ
て
も
ら
い
、
国
内

在
庫
を
減
ら
せ
な
い
か

様
々
考
え
て
い
る
。

市
長	

皆
様
の
意
見
や

	

　
ア
イ
デ
ア
を
伺
い
反
映
さ
せ
る

多田　勉  議員

５
つ
の
プ
ラ
ン
公
約
の
実
行
は

一問一答方式

500頭まで増頭が目標、畜産を頑張る青年実業家の畜舎

候
補
の
一
つ
に
な
れ
る
か

旧
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
校

その他の質問
◦�市内体育施設の管理と改
善について
◦�緊急時における車輛運行
可能な環境確保について

問�

　
未
改
良
箇
所
が
日
常
的

に
与
え
る
不
都
合
は
、
管

理
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る

事
案
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
。
危
険
を
含
む
市
道
を

放
置
す
る
こ
と
は
問
題
と

捉
え
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
、
排
水
機
能
が
果
た
さ

れ
な
い
状
況
も
重
な
り
、

冠
水
や
浸
水
が
心
配
さ
れ

て
い
る
。

答
（
市
長
）�

　

年
間
４
０
０
件
以
上
の

同
様
の
話
が
あ
る
が
、
市

民
の
声
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
財
政
の
確
保
に
取
り

組
み
、
残
さ
れ
た
区
間
２

０
０
メ
ー
ト
ル
の
早
期
実

現
に
努
力
す
る
。

問�

　
安
全
を
確
保
す
る
と
い

う
こ
と
が
市
道
管
理
で
最

も
重
要
で
あ
る
。
適
切
な

判
断
の
下
に
早
期
整
備
を

目
指
す
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

予
算
の
目
論
見
を
取

り
、
計
画
に
臨
む
。

　

現
在
、
道
の
作
り
方
、

公
共
施
設
の
作
り
方
全
般

に
、
構
造
上
の
基
準
や
雨

水
対
策
に
関
す
る
基
準
が

な
い
。
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
は
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
修
正
し
て
い
き

た
い
。

能
な
施
設
と
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。
地
域
の

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

不
信
感
の
払
し
ょ
く
に
努

め
た
い
。

問�

　
地
区
セ
ン
タ
ー
整
備
の

実
現
に
向
け
た
今
後
の
具

体
的
方
針
は
。

　
今
ま
で
の
時
間
経
過
に

地
区
市
民
は
強
い
疑
問
と

差
別
感
、
不
満
を
抱
き
続

け
て
き
た
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
４
年
度
実
施
設

計
、
令
和
５
年
度
建
設
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。
令

和
４
年
１
月
早
々
に
は
基

本
設
計
を
基
に
し
た
地
域

説
明
会
を
行
う
。

　

鱒
沢
地
区
の
方
々
が
抱

い
て
き
た
そ
の
思
い
も
わ

か
る
。
今
後
実
施
設
計
に

入
り
、
で
き
る
限
り
早
く

完
成
さ
せ
る
こ
と
を
約
束

す
る
。

問�

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
自
治
会
の
集
会
施
設

と
し
て
の
位
置
づ
け
も
考

慮
す
べ
き
課
題
と
捉
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

鱒
沢
３
区
の
集
会
所
と

し
て
も
利
用
で
き
る
多
機

市
長		

で
き
る
だ
け
早
い
完
成
を
約
束

鱒
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
整
備
の

　

具
体
的
方
針
は

市道高舘線未改良部分に対する
市長の見解は

市長 	市民の声に応えるべく
	 財政確保に取り組む

狭い道幅と路肩の傷みが激しい未改良部分の
高舘線


